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　今回のmeetingでは、長野県飯田市の竜丘公民館や駄科公民館などで行われている地域自治と公民館活動について報告が行われ、その後、参加者による意見交換がなされました。主なテーマは「住民自治」「教育支援」「地域文化の継承」であり、公民館が地域づくりの中核として果たす役割について多角的な議論が展開されました。
　最後に、今回の研修全体を通して、感じたことや、気づきについて話し合いました。
加茂　厚氏
　竜丘公民館の羽生館長や同公民館広報委員の加藤氏による地域活動の報告に触れ、長年にわたる地道な取り組みが地域住民の意識を変えてきたことに感銘を受けました。最初は参加に消極的だった住民が、活動を通じて楽しさや達成感を感じるようになり、地域に関わる喜びを実感しているという。飯田市では、公民館活動が古くから継続されており、同公民館主事の吉川氏をはじめとする関係者が、特別なこととしてではなく「日常の延長」として地域に関わっている点が特徴であると感じました。こうした日常的な関わりの積み重ねこそが、地域の信頼関係を育てていると思います。
小杉正樹氏
　竜丘公民館の吉川主事から、各自治会が「地域基本構想」を自ら策定しているという話を聞き、住民主体の地域運営の姿勢に深い印象を受けました。また、飯田市の公民館の「専門委員会制度」にも注目。専門委員は地域ごとに選出され、文化・体育など分野別に活動。リーダー経験者が後にアドバイザーとして継続的に関わる仕組みが整っており、地域活動の経験が次世代に受け継がれている。実行委員会には10〜70名の住民が参加し、地域課題を話し合い、企画から広報・運営・記録までを自分たちで行っている。こうした仕組みにより、自治が「特別な会議」ではなく日常生活の一部として根付いている。
　また、羽生館長が紹介した「丘の子サポーター会議」が年1回、学校関係者・保護者・地域支援者など約60名が集まり、子どもの特性や支援の在り方を共有しており、子どもの育ちを地域全体で支えるという理念のもと、関係者全員が顔の見える関係を築いている。公民館が教育・福祉・地域自治のハブとして機能している実例であり、住民自治を下支えする仕組みとなっており、「人は人の中でしか育たない」という理念が地域文化の根底にあることに感銘を受けました。
中根智幸氏
　羽生館長や吉川氏の説明を受け、公民館が単なる行政施設ではなく、自治会と並ぶ地域運営の中核組織として機能している。公民館を拠点に、吹き矢や登山会、郷土史研究など、住民の関心に基づいた多様な活動が行われており、これが地域の絆を深めている。一方で、15歳・18歳で多くの若者が市外へ進学・就職する現実や、産業基盤の弱さ、県庁所在地から約140kmという地理的条件が、地域の独自性を育む一方で課題にもなっている。
　また、公民館主事がコミュニティ・スクールの地域コーディネーターを兼務し、学校と地域を結ぶ役割を担っている点に注目しました。この仕組みは教育行政の枠を超えて地域をつなぐものであり、他地域でも応用可能な実践例だと思います。
鈴木俊太氏
　飯田市での研修を通じ、住民の持つ強いエネルギーと自治の力を実感しました。住民一人ひとりが人と関わる力、企画力、実行力を備え、それが地域自治の基盤となっていることを肌で感じました。事後学習では、信州における公民館活動の活発さの背景に、自由な教育風土や青年団の自主運動などの歴史的基盤があることを理解しました。また、公民館主事が地域活動の中心的役割を担い、学校と公民館が密接に連携して子どもから大人までが関わる文化を形成している点にも感銘を受けました。「ムトスの精神（自発的・協働的に行動する精神）」が江戸時代から根付いており、行政依存ではなく住民主体で地域を支える気風が息づいていることを実感しました。
　さらに、現地で人々と触れ合いながら学びを重ねる中で、「学びが新たな気づきを生み、次の創造へつながる」循環の大切さを体感し、今後の実践に生かしたい。
稲益正朗氏
　飯田市が地理的にも文化的にも独特の地域であることを踏まえ、盆地という環境が独自の人間関係や自治意識を育ててきた。羽生館長の「教育は学校が担うものではなく、地域が担うもの」という言葉や、「エデュケーター（教育する人）」という概念に深く共感しました。教育とは単に知識を伝えることではなく、地域での暮らしや人との関わりの中で育まれるものであり、地域のリアルな対話が教育の基盤である。また、公立学校を地域の共有財産としてとらえ、地域とともに発展していく視点が重要だと思いました。

　以上、総じて、参加者は飯田市の公民館活動を「住民自治・教育・福祉をつなぐ地域の中心的存在」として高く評価しました。
〇行政に依存せず、住民自身が課題を発見し、協働しながら解決していく文化が息づいている。
〇日常の地道な活動の積み重ねが地域の信頼を生み、公民館がその核として機能している。
〇人口減少や若者流出といった課題を抱えながらも、公民館が「地域の学校」としての役割を果たし、教育と自治をつなぐ拠点となっている。
これらの点は、今後の地域社会づくりに多くの示唆を与えるものでした。

